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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
自己紹介



はじめに… 公民連携・協働推進グループとは

• 市民協働の推進
• 公民連携の推進（民間企業や大学等との連携）
• 地域コミュニティ活動の促進（自治会・地区会、円卓会議など）
• 市民公益活動の促進（市民活動支援センターの管理運営含む）
• 生涯学習の推進
• 文化・芸術の振興（文化会館の管理運営含む）
• 国際交流及び地域間交流
• NPO法人の設立の認証等

主な担当業務
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・まず、私が所属する「公民連携・協働推進グループ」について、簡単に紹介させていただきます。・もともと「市民協働推進グループ」という部署があり、そこに「公民連携」、民間企業や大学等と市の連携に関する仕事が加わり、令和３年度から今の名前になりました。・担当業務には、これからお話しする「自治会」や「円卓会議」などの地域コミュニティのほか、この、まちづくり大学を運営いただいている市民活動支援センターも担当しています。・他にも色々な業務がありますが、まとめるとすれば、１つは市民の皆さんの活動を支援すること、もう１つは市民、市民活動団体、民間企業など、色々な主体と一緒にまちづくりに取り組むことが私たちの仕事で、名前にも入っている「協働」がキーワードになっています。



「協働」とは

■共同：同じ目的のため、みんなで一緒に物事を行うこと
☞ 同じ条件で使用する・関係するイメージ（共同作業、共同生活など）

■協同：同じ目的のため、力と心を合わせて物事を行うこと
☞ 協力するもの同士で目的や利益が一致していて、同じものに対して

 力を合わせるイメージ（協同組合など）

■協働：同じ目的のため、対等な関係で協力して物事を行うこと
☞ 違う立場の者がそれぞれの役割や特性を活かして協力するイメージ
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・ちなみに、グループ名にも入っている「協働」、協力して働くという字を使っていますが、みなさんは普段あまり使わない漢字ではないかと思います。・「きょうどう」にはいくつか種類があり、細かい定義は色々あると思いますが、私たちが整理している意味としては、違う立場の者が、対等な関係で、同じ目的に向かって、それぞれの役割や特性を活かして協力する、というイメージで使っています。



「協働」とは
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 ・ 社会貢献による企業イメージ向上
 ・ 商品の知名度向上
 ・ 研究成果の社会還元
 ・ 新たなビジネスモデルの構築

 ・ 市民サービスの向上
 ・ 地域活性化
 ・ 行政の財政的・人的負担の軽減
  ・ 新たな価値の創造

市民
市民団体

民間事業者
企業・大学など

大阪狭山市

民間事業者のメリット 市・市民へのメリット

・ 企業ブランド
・ 独自のノウハウやアイデア
・ 発信力や資金力
・ 社会の変化に対する反応の
 早さ

・ 行政のもつ信頼・信用
・ 多岐にわたる業務範囲
・ 地域や市民との近さ
・ 他自治体とのつながり

民間事業者の“強み” 大阪狭山市の“強み”

「大阪狭山市公民連携ガイドライン」より

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・この図は、令和３年度に策定した「大阪狭山市公民連携ガイドライン」に載せたもので、これは民間企業向けの資料ですが、先ほどお話した協働のイメージ、市民・行政・企業とそれぞれ立場は違うけれども、手をとりあって・大阪狭山市では、まちづくりを進めるにあたって、この協働という言葉や考え方を大事にしています。 このまちづくり大学も、市民協働を進める一環で市民活動支援センターで企画運営いただいている事業ですので、今日のテーマに移る前に、お話させていただきました。



「地域コミュニティ」とは

コミュニティ
（生活地域、特定の目標、特定の趣味など）何らかの共通の属性及び仲間意識
を持ち、相互にコミュニケーションを行っているような集団（人々や団体）

 地域コミュニティ
共通の生活地域（通学地域、勤務地域を含む）の集団によるコミュニティのこと

総務省「コミュニティ研究会」第１回研究会参考資料より

大阪狭山市では・・・

自治会・地区会・住宅会 など

まちづくり円卓会議

もっとも身近な地域活動

中学校区単位での取組み
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・さて、今回のテーマに入っていきますが、タイトルを「地域コミュニティ」としています。「地域コミュニティ」と聞いてもぴんと来ないかもしれませんが、要は、同じ地域に住んでいる、あるいは通学・通勤している、ことでまとまっている集団を言います。・地域コミュニティでもっとも身近なものといえるのが、自治会や地区会などの活動だと思います。大阪狭山市ではより広域、中学校区単位の「まちづくり円卓会議」の取組みも進めていますのでそれぞれについて、これから紹介していきます。



自治会とは

地縁による団体
一定の区域に住所を有する者の地域的なつながり(地縁)によってつくられた団体。
日ごろからの交流を通じて親睦を深め、お互いに話し合い、協力し合いながら、その
地域で安心して暮らすことができるよう、自主的に活動している。
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＜地縁活動の歴史的背景＞
• 江戸時代の五人組制度、明治時代の区・区長制度など。
• 昭和時代に市町村の補助的下部組織として「町内会」が組織された。戦後、町
内会は解散となったが、住民自らがまちづくりを担う自治組織として全国的に自治
会等が組織されていった。
現在の自治会・地区会などの地縁団体は、住民主体でつくられたもの。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・まず、自治会活動についてです。・「地縁による団体」として説明を書いていますが、いわゆる自治会はその地域に住む住民が自主的につくるものですので、明確な定義はありません。名前も〇〇自治会、〇〇地区会、〇〇住宅会と色々なものがあります。・簡単に歴史的背景を載せていますが、日本史の教科書に載っていたような江戸時代の「五人組制度」、戦前の「町内会」など、行政の下部組織として地縁団体が組織されていた時期もありますが、戦後は任意団体として、各地で自治会が組織されるようになり、現在へと続いています。・どんな活動をしているかなど具体的な内容については、橋本さんからお話いただけると思いますので、私からは全体的な内容をお話したいと思います。



大阪狭山市の自治会等の状況 登録団体数： 87団体（R5.4時点）
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年度 H25 H27 H29 H31 R3 R5

住基世帯数 24,318 24,485 24,988 25,533 26,010 25,867

自治会等
加入世帯数 15,623 15,304 14,888 14,491 14,100 13,607

自治会等
加入率 64.24% 62.50% 59.58% 56.75% 54.21% 51.71％
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・大阪狭山市の自治会等の状況ですが、まず団体は、令和５年４月１日段階では87あります。・１番会員数が多いのは、狭山ニュータウン自治会という西山台一体のエリアの自治会で、800世帯以上が加入されています。・逆に小さいところでは、10世帯に満たない団体もあり、規模はさまざまです。・２年に１度全自治会に加入世帯数調査を行っていますが、今年の調査で市全体の加入世帯数は、13,607世帯となりました。・次に、加入率についてですが、このグラフは、緑の棒グラフが市全体の世帯数、青の棒グラフが自治会等の加入世帯数です。赤色の線が、自治会加入率の推移です。・自治会加入率は、平成25年は約64％だったのが、今年は約51％と10年で10％以上下がりました。資料には載せていませんが、さらに10年前、平成15年の加入率は約70％ありましたので、加入率は右肩下がりになっているというのが現状です。※R4年度大阪府内市町村に調査をしました。回答があった38市町村のうち、加入率は高いほうから数えて27番目。町村のほうが加入率が高く、市街地が多いところのほうが加入率は低い傾向あり。※自治会マップ見せてもいいかも



地域を取り巻く状況の変化

少子高齢化

ライフスタイル
の多様化

核家族化

共働きや
高齢者雇用の

増加

近所付き合い
の希薄化

加入率の低下

役員など
担い手の不足

コロナ禍での
活動の縮小

会員の高齢化

自治会等の課題
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・自治会加入率の低下は、大阪狭山市ではなく、全国的に起こっている問題です。国も危機感をもっており、総務省が令和３年度に「地域コミュニティに関する研究会」を開催し、令和４年４月に報告書も出ました。・いま、自治会を取り巻く環境は、急速に変化しています。少子高齢化の進行や核家族化、共働き世帯や高齢者でも働きに出る人が増えていて、家事や介護などの負担が増え、地域活動に参加する余裕がないという家庭が増えていると言われています。・また、人々の価値観やニーズの変化、多様化によって、ご近所付き合いに抵抗があるという人も増えました。・さらに、新型コロナウイルス感染拡大は、近くに住んでいる人が顔をあわせて活動することを基本としている地域活動に、大きな影響がありました。 ・こうした環境の変化が、自治会等への未加入世帯や高齢による脱退世帯の増加、また役員など担い手の不足といったさまざまな影響を及ぼしています。



自治会って、必要？
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• 市役所でも、市民の方から「自治会に加入するメリットは？」「自治会をなくした
ら何か困ることはあるの？」と聞かれることが増えています。

• 令和５年８月に、狭山高校と連携して授業を行い、テーマの１つとして
「ご近所活動や地域活動は必要か」学生に考えてもらいました。

自治会や地域コミュニティの必要性については、全グループが「必要」と回答
意見： 犯罪や事故などを減らす効果がある。

お祭りなどの行事がないと人が離れてしまう。
近所に住む人がどんな人かを知っているからこそ、何かあったときに
助け合える。知らなかったら逆に不審者を住人と勘違いしてしまう。
人とコミュニケーションをとることが健康に繋がる。

みなさんは、どう考えますか？

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・最近、市役所でも、市民の方から「自治会に加入するメリットは？」「自治会をなくしたら何か困ることはあるの？」と聞かれることが増えています。・もし、みなさんが自治会の担当職員だとしたら、どう答えたらいいと思いますか。自治会活動は、入ったからお得だとか、抜けたから即生活が立ち行かなくなるとかいうわけではありません。なかなか、簡単にメリット・デメリットで語ることができるものではないと思います。・若い世代への啓発も兼ねて、今年の夏に狭山高校で授業をさせてもらう機会があり、高校生に「ご近所活動や地域活動は必要か」というテーマについて考えてもらいました。市役所職員が講義をした後にグループワークで意見交換をしてもらったのですが、すべてのグループから必要と回答してくれました。色々と意見も出ました。・それでも、実際には若い世代が自治会活動から離れていっているといいます。・今日のグループワークのテーマが「自治会活動は必要か」となっています。自治会活動は必要なのか、続けていくにはどうしたらいいのか、何か変えないといけないのかなど、皆さんの意見をお聞かせいただければと思います。



自治会等への市の主な支援制度

地域力活性化支援事業補助金（公民連携・協働推進グループ）
自治会で実施するイベントや防犯活動、地区集会所の維持管理費などに対する補助金
制度

地区集会所建設等補助金（公民連携・協働推進グループ）
地区集会所の新設・改修などに対する補助金制度

自主防災組織等防災活動支援事業補助金（危機管理室）
自主防災組織などが、防災用資機材の購入や活動に要した費用に対する補助金制度

街頭防犯カメラ設置事業補助金（危機管理室）
自主的に街頭防犯カメラを設置する自治会及び事業者に対する補助金制度

有価物回収奨励金（生活環境グループ）
古紙等（古新聞、古雑誌、段ボール、古布）の集団回収を行っている登録団体に対し
て、回収した重さに応じて奨励金を交付
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・市としては、自治会や地区会は協働の重要なパートナーであると認識しており、活動を支援しています。・資料に載せているのは主な財政支援制度になります。（ざっくり説明）・他には、大規模な住宅開発の際に、開発事業者へ自治会の設立や既存の自治会へ加入促進を行うよう指導したり、自治会地区会連合会が作成した加入促進パンフレットを転入者へ配布したり、不動産協会や宅建協会と連携し、新しい入居者に自治会の加入促進をするよう依頼しています。



大阪狭山市自治会地区会連合会

• 市内の自治会・地区会がお互いの交流と連帯感を深めるとともに、さまざまな問題につい
て話し合い、住み良いまちづくりを進めることを目的として活動している団体。

• 市内の自治会等のうち48団体が加入。
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自治会地区会連合会ホームページ「さやれん」

https://sayama-jichi.jp/

• 自治会活動の認知度向上等を目的として、令和5年
12月にオープン。

• 自治会活動の情報発信や、連合会加盟自治会会員
向けにクーポン事業を実施中。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・今話に出た自治会地区会連合会ですが、大阪狭山市では市内全域で１つの連合会があり、市内48の団体が加入しています。加入団体は先ほど紹介した加入促進パンフレットに掲載しています。自治会地区会連合会でも、自治会の活動支援や認知度向上に取り組んでおり、市もこの活動を支援しています。・新しい取組みとして、この12月にホームページを開設されたので、ご紹介します。＜ホームページうつしてざっくり説明＞



まちづくり円卓会議とは
 市民、自治会等、市民活動団体、NPO、民間事業者など、地域で暮らし活動する
多様な主体が協働し、まちづくりについて話し合い、実行する場として創設。

 活動の単位は中学校区。（南中学校区、第三中学校区、狭山中学校区）

 市は、円卓会議の自主性及び自立性を尊重するとともに、その運営を支援するための
必要な施策を講じる。（財政支援、情報提供、関係機関との調整、会議場所の提供など）

円卓会議設置の目的

●市民がまちづくりに関わる市民自治へのきっかけづくり

●地域のニーズに合った事業提案

●地域内コミュニティの醸成や地域内で活動する

 各種団体の連携促進

ex.地縁型コミュニティとテーマ型コミュニティの融合・連携
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・続いて、まちづくり円卓会議についてです。・まちづくり円卓会議は、大阪狭山市独自の制度で、・・・【資料読み上げ】・円卓会議が市に対して事業を提案し、市は予算措置のほか、さまざまな支援を行いながら、地域住民が主体になって活動していきます。・まちづくり円卓会議条例に関するパンフレットを参考資料としてお配りしていますので、適宜ご覧ください。・この制度を作った目的は・・・【資料読み上げ】・制度の名前の「円卓」というのは、参加する人がみんな対等な立場で、まちづくりについて話し合う、つながっていくという想いが込められています。



制度創設の背景

 平成12年（2000年）地方分権一括法施行

 平成19年（2007年）地方分権改革推進法施行

・・・地方に対する規制緩和や、国から都道府県、都道府県から市町村へ

    財源や事務権限の移譲が進められていった。

地方分権型社会への対応

全国的に各市町村の中でも地域内分権が模索されるように

 平成20年（2008年）7月 「新しいまちづくり制度」説明会の開催
・・・その後地域の有志による設立準備会が各中学校区で作られ、

 各円卓会議が設立された。

 平成25年（2013年）4月 「大阪狭山市まちづくり円卓会議条例」施行
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・こうした制度をつくった背景には、全国的な地方分権の動きがあります。地方分権、つまり国の権限を都道府県に、都道府県の権限を市町村に、という動きです。・そうした動きの中で、市町村のなかでも、地区ごとにまちづくりを考える地域内分権が模索され、それが、大阪狭山市では円卓会議という形になりました。・円卓会議の歩みとしては、まず、市が平成20年７月に新しいまちづくり制度についての説明会を開催しました。その後、地域の有志の自主的な呼びかけによって設立準備委員会が立ち上がり、各中学校区で円卓会議ができていきました。・活動を円滑に進めていくため、平成25年には、円卓会議が条例化されました。円卓会議条例の内容については、パンフレットの中面をご確認ください。



各円卓会議の状況

名称 NPO法人
南中学校区円卓会議

第三中学校区
まちづくり円卓会議

狭山中学校区
まちづくり円卓会議

設 立
平成21年2月11日
※平成25年10月16日に

NPO法人化
平成21年11月８日 平成22年9月20日

構成員数
（令和５年度）

正会員 39
団体会員 12 68 150

代表者呼称 理事長 代表 委員長

決議機関 総会・理事会 総会・幹事会 総会・運営委員会

対象校区内
世 帯 数 約8,200世帯 約8,500世帯 約9,500世帯

◎円卓会議はなぜ中学校区？
① 小学校区では地域人口に大きな差がある
② 複数の小学校区にまたがる自治会がある
③ 防災防犯などの活動は広域で実施することが有効
④ まちづくりのアイデアや人材を集めるスケールメリット

13

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・続いて、各円卓会議の状況です。・平成21年2月には南中学校区、平成21年11月には第三中学校区、平成22年9月には狭山中学校区でそれぞれ円卓会議が設立されました。最初に設立された南中校区の円卓会議は、平成25年10月にNPOの法人格を取得し、「特定非営利活動法人南中学校区円卓会議」として活動しています。・それぞれの中学校区において規約などを定めているので、構成員の人数や代表者の呼び方、決議機関などは三者三様となっています。・ところで、他市町村では小学校区単位で似た制度を実施している場合もありますが、円卓会議制度をなぜ中学校区という単位で実施しているかというと・・・



各円卓会議の活動

スローガン：『 みんなで なかよく みらいをつくる 』

地域コミュニティ交流事業
陶器山元気ウォーキング

地域コミュニティ事業
円卓ニュースの発行
HPやブログの運用

コミュニティカフェ事業
交流の場「サロンみらい」

防犯・防災事業
地域防犯パトロール
避難所開設訓練

環境事業
花いっぱい運動
三津屋川の清掃

健康に関する事業
元気クラブ

子どもの健全育成事業
わくわくフェスティバル参加

＜ 主な活動 ＞

14

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・ここからは、各円卓会議の活動内容について、簡単にご紹介したいと思います。・まずは南中学校区です。・スローガンは・・・



各円卓会議の活動

元気クラブ

避難所開設訓練
15

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【メモ】・元気クラブは毎週火曜日にコミュニティセンターでインストラクターの指導のもと、ストレッチ体操を行っている。・防犯事業では、今年７月にHUG（避難所運営ゲーム）を活用した訓練が行われています。



各円卓会議の活動

陶器山元気ウォーキング

16

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【メモ】



各円卓会議の活動

親子工作教室

17

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【メモ】・



各円卓会議の活動

スローガン：『 住んで楽しい 住んでみたい 住んでよかった 』

花いっぱい運動チーム
花いっぱい運動

子どもの絵画展開催

企画チーム
フラワーガーデン

グラウンドゴルフ大会

広報チーム
円卓通信の発行
公式LINEの運用

防災チーム
研修や避難訓練

魅力再発見チーム
三中円卓マップの作成
魅力再発見ウォーキング

夏まつり

＜ 主な活動 ＞

三津屋川の清掃

15



各円卓会議の活動

花の写生の展示

フラワーガーデン

19

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【メモ】・花いっぱい運動で地区内の保育園や小学校にビオラの花を配布しており、毎年その花の絵を子どもたちに描いてもらい、旧がんこのお店に展示してもらっている。・フラワーガーデンは狭山池の西側で、遊休農地を活用して整備している。例年狭山池まつりにあわせて見学会を開催。



各円卓会議の活動

三津屋川清掃
ハイキング

夏まつり（西小学校）

20

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【メモ】・魅力再発見ウォーキングは、三中円卓マップを活用して、まちあるきを開催。・三津屋川の清掃は、南中円卓会議と合同で実施している。直近では、12月2日に実施した。・夏まつりは、西小学校で行っている。狭山音頭や、模擬店など。コロナの影響で３年間中止。



各円卓会議の活動

スローガン：『 さあ やっていこう まちづくり 』

情報部会
円卓会議ニュースの発行

SNSでの情報発信

環境部会
清掃活動

啓発看板の制作・設置等

福祉教育部会
学びに行こ会・福祉研修会

教育セミナー

市民交流部会
さやりんピック

全体事業
さやりんフェスティバル 等

＜ 主な活動 ＞

21

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・配布資料まちがい「福祉環境」→「福祉教育」地域連携のチームも立ち上がっている



各円卓会議の活動

さやりんフェスティバル

22

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【メモ】・さやりんフェスティバル：6月26日にさやかホールで開催。地域の文化系の団体や、狭山音頭、大阪狭山市特命大使の西浦さんが出演。



各円卓会議の活動

さやりんピック

23

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【メモ】・さやりんピック：10月30日にさやか公園で開催。・運動会協議に防災の要素を取り入れた体験ゲームなど、地域交流のための各種競技のほか、模擬店も出店した。　学校のPTAなどと連携して実施されている。



市民アンケート結果抜粋

問７ 自治会活動に参加されていますか？（○は１つだけ）

・最も多いのが「参加しておらず、今後も参加するつもりはない」40.1％
・次いで「参加している」が37.4％。

回答者数 =

　 658 37.4 9.0 40.1 9.9 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「大阪狭山市まちづくり円卓会議条例」が平成25年４月に施行され10年となることから、
令和４年度に市民アンケートを実施

参加している 参加していないが、
参加したい

参加しておらず、
今後も参加する
つもりはない

興味がない

無回答

24

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・大阪狭山市まちづくり円卓会議条例が平成25年に施行されてから、令和4年で10年経ちました。この条例は、５年ごとに内容の見直しが必要ないか検討することとなっており、検討の資料とするために、今年の8月から9月にかけて、市民2000人にアンケート調査を行いました。その中から、今回の講義のテーマに関係がある部分の結果をご紹介したいと思います。・まずは、自治会活動に参加しているかという質問です。



市民アンケート結果抜粋

問７で「３．参加しておらず、今後も参加するつもりはない」「４．興味がない」と答えた方に
お聞きします。
問７－１ 自治会活動に参加しない理由は何ですか？次から近いものに〇をして下さい。

回答者数 =

　 329 38.6 13.1 12.2 4.3 25.2 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・最も多いのが「仕事や育児、家事で忙しいから」38.6％
・次いで「どこで活動しているかわからないから」13.1％、
「病気がち、または体が弱いから」12.2％

仕事や育児、家事
で忙しいから

どこで活動している
かわからないから

病気がち、または
体が弱いから

一緒に参加してくれ
る人がいないから その他

無回答

25

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・次に、先ほどの質問で「参加しておらず、今後も参加するつもりはない」「興味がない」と答えた人に、その理由を聞きました。・【クリック】結果は、最も多いのが・・・・１位の仕事や育児・家事で忙しいというのは予想通りでしたが、次が「どこで活動しているかわからない」だったのが少し意外でした。活動の周知方法などに工夫が必要なのかもしれません。



市民アンケート結果抜粋

回答者数 =

　 658 9.1 14.3 56.8 15.0 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問８ 市民活動団体、ＮＰＯ等などの地域の組織の活動に参加されていますか？
（○は１つだけ）

・最も多いのが「参加しておらず、今後も参加するつもりはない」56.8％
・次いで「興味がない」15.0％、「参加していないが、参加したい」が14.3％

参加している 参加していないが、
参加したい

参加しておらず、
今後も参加する
つもりはない

興味がない

無回答

26

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・今度は、市民活動団体、NPO等の地域の組織の活動に参加しているかという質問です。・【クリック】結果は、最も多いのが・・・・こちらも、「参加しておらず、今後も参加するつもりはない」という答えが半数を超えるのは少しさみしい感じがしますが、「参加している」という人より「参加していないが、参加したい」という人のほうが多いという結果でした。



市民アンケート結果抜粋
問９ 大阪狭山市では、個々の市民、市民活動団体、ＮＰＯ等が、さまざまな分野で活発に
活動を展開し、公共サービスの担い手として、自主的にまちづくりに取り組んでいます。このような、
市民が自主的にまちづくりに取り組む動きについてどう思われますか？（○は１つだけ）

回答者数 =

　 658 5.3 23.6 33.0 22.2 11.1 4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・最も多いのが「参加したくない」33.0％
・次いで「参加してみたい」23.6％、「興味がない」の割合が22.2％

参加している 参加してみたい 参加したくない 興味がない その他

無回答
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・続いて、「市民が自主的にまちづくりに取り組む動きについてどう思われますか」という質問です。・【クリック】結果は、最も多いのが・・・・こちらも、「参加してみたい」という人が一定数いるという結果です。



市民アンケート結果抜粋
問９で「３．参加したくない」「４．興味がない」と答えた方にお聞きします。
問９－１ 参加したくない・興味がない理由は何ですか？あなたの考えに当てはまるものをすべ
てお答えください。（○はいくつでも）

  ％

49.3

18.2

22.0

8.8

16.3

1.9

0 10 20 30 40 50 60

・最も多いのが「仕事や育児、家事で忙しいから」49.3％
・次いで「病気がち、または体が弱いから」22.0％、
「どこで活動しているかわからないから」18.2％

仕事や育児、家事で忙しいから

どこで活動しているかわからないから

病気がち、または体が弱いから

一緒に参加してくれる人がいないから

その他

無回答

28

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・続いて、先ほどの質問で「参加したくない」「興味がない」と答えた人に、その理由を聞きました。・【クリック】最も多いのが・・・・こちらは、自治会での質問と同じような結果になっています。



最後に

• 社会状況の変化、ライフスタイルや価値観の多様化などによって、地域活動や市民活動
に参加する余裕がない、関心がないという人が増えている。

• その一方で、「（今は参加していないが）参加してみたい」という人もいる。
• 新型コロナウイルス感染拡大は、自分が住む身近な地域に目を向ける契機にもなった。

• これまでの市民の皆さんの活動によって、地域の人と人とのつながりは確実に広がっている。
• 地域活動は、自分のため・みんなのため・地域（まち）のため 三方よし
• こうしてできたつながりが、大阪狭山市の地域力・魅力になっている。

「参加してみたい」人が気軽に活動に参加できる機会や、「参加したくない」人が「少しなら手
伝ってもいいかな」と思えるような機会など、地域に一歩踏み出すきっかけづくりが必要

29

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・それでは最後に、アンケート結果もふまえて、全体のまとめに入りたいと思います。・【読み上げ】・以上で、私からの話は終わります。ありがとうございました。
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